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平成 26 年度 共同利用機器整備備品 機種選定結果  

全学的研究環境整備費 配分結果 報告 

 

 平素より、共同研究室の運営にご協力頂き、ありがとうございます。 

先日、利用者会議におきまして平成 26年度共同利用機器整備備品「In Vivo 発光・蛍光

イメージングシステム」の機種選定を行いましたので、以下の通りご報告させていただき

ます。 

今年度の機種選定詳細につきましては同封の機種選定資料（最終頁に利用者会議の報告

記載）の送付をもって報告とさせて頂きますので、ご了承願います。 

 

＜共同利用機器整備備品 機種選定結果＞ 

機器名 機種名 メーカー 

In Vivo Imaging system Lumina Ⅲ IVIS 

自動ガラス封入装置 TCM-6000 白井松器械 

 

 

＜全学的研究環境整備費 配分結果＞ 

本年から研究推進本部に、間接経費による研究基盤整備事業として全学的研究環境整備

費がありますが、平成26年度は検討委員会によって医学研究科には以下の備品費が、共同

研究室に配分されましたので、ご報告させていただきます。 

配分項目 対象備品設置場所 

飛行時間型質量分析装置 Ultraflex 用 

パソコンアップグレード費 

共同研究室 1 階 

（精密機器系） 

 


